
経皮複合消炎剤 

【用法及び用量】 

通常、１日１～数回適量を塗擦又はガーゼ等にのばして貼 
付する。 
症状により密封法を行う。 

【使用上の注意】 
1. 副作用 

注）症状があらわれた場合には使用を中止すること。 

本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調 
査を実施していない。 

2. 妊婦、産婦、授乳婦等への使用 
妊娠中の使用に関する安全性は確立していない。 

【禁忌（次の患者には使用しないこと）】 

貯　　法：室温保存 
使用期限：２年６ヵ月（外箱、チューブに表示） 
注　　意：本剤を空気中に長時間放置 
　　　　　すると変色することがある 
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【薬効薬理】 

１） 

ラットカラゲニン足蹠浮腫、ラット毛細血管透過性亢進、 
ラット炎症足圧痛刺激及びラット肉芽腫形成に対する試験 
において、本剤は無処置対照群に比べ有意な抑制作用を示 
した。 

【取扱い上の注意】 
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【包　装】 
２５ｇ×１０本 
２５ｇ×５０本 
５０ｇ×１０本 
５０ｇ×５０本 

（１）出血性血液疾患（血友病、血小板減少症、紫斑病等） 
　［本剤に含まれるヘパリン類似物質は血液凝固抑制作用 
　　を有し、出血を助長するおそれがある。］ 
（２）僅少な出血でも重大な結果を来すことが予想される場合 
　［本剤に含まれるヘパリン類似物質は血液凝固抑制作用 
　　を有し、出血を助長するおそれがある。］ 
（３）サリチル酸に対し過敏症の既往歴のある患者 

【効能又は効果】 

変形性関節症（深部関節を除く）、関節リウマチによる小関 
節の腫脹・疼痛の緩解、筋・筋膜性腰痛、肩関節周囲炎、 
腱・腱鞘・腱周囲炎、外傷後の疼痛・腫脹・血腫 

発赤、 、発疹、皮膚炎、皮膚刺激等 

3. 小児等への使用 
小児等に対する安全性は確立していない。（使用経験が 
少ない） 

4. 適用上の注意 
使用部位 
（１）潰瘍、びらん面への直接塗擦を避けること。 
（２）眼には使用しないこと。 

【組成・性状】 

販　売　名 ゼスタッククリーム 

ヘパリン類似物質・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２．０mg 
副腎エキス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０．０mg 
日本薬局方サリチル酸・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０．０mg

１,３－ブチレングリコール、スクワラン、ステ 
アリン酸、セトステアリルアルコール、ジエ 
タノールアミン、ステアリン酸ポリオキシル、 
自己乳化型ステアリン酸グリセリン、チモー 
ル、エデト酸Na

淡褐色の粘性のある軟膏剤で、特異なにおい 
がある。 
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安定性試験２） 
最終包装製品を用いた長期保存試験（２５℃、相対湿度６０％、
３年間）の結果、外観及び含量等は規格の範囲内であり、
ゼスタッククリームは室温保存において２年６ヵ月安定で
あることが確認された。 
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